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“　x，　y，　z，　Montreal　Neurological　lnstitute　Atlas　coordinate，　s．
体験群と非体験群の体験x回数の体験前後の脳賦活部位（fMRI）の，分散分析による検定結果をx，y，zの座標軸で示した。　x，y，z
はMNI（Montreal　Neourological　Institute：モントリオール神経学研究所の標準脳）の座標値（mm）である。　MNI座標系は，
前交連（anterior　commissure）を原点（O，O，0）とし，前交連と後交連（posterior　commissure）とを結ぶ軸をy軸，原点を通り
y軸に垂直な平面内で，側方にx軸，上下方向にz軸という右手座標系となっている。
に有意な賦活を認めた。
2）聴覚・視覚刺激課題
①体験群の変化
　体験前は，両側視覚野，両側聴覚野，右側中前
頭回，両側下前腰回，内側前頭葉，補足運動野，
両側扁桃体が賦活し，体験後は両側視覚野，両側
聴覚野，右側中前頭回，右側下前頭回が賦活し
た。体験前後に有意差がある領域は認めなかった
（corrected　P　〉　O．05）　o
②非体験群の変化
　非体験群の1回目において，両側視覚野，両側
聴覚野，両側中前頭回，両側下前頭回，補足運動
野，両側小脳両側扁桃体，両側海馬が幅広く賦
活し，2回目は両側視覚野，両側聴覚野，右側下
前頭回，両側扁桃体，右側海馬が賦活した。1回
目と2回目の比較では有意差がある領域を認めな
かった（corrected　P＞0．05）。
③体験群と非体験群の比較
　分散分析による体験×回数の交互作用では，
有意差を認める領域はなかった（corrected　P＞
o．os）．
rv．考察
1．乳幼児とのふれあい育児体験の評価
1）1親性準備性尺度の変化による評価
　親旧準備性尺度「乳幼児への好意感情」1「育児
への積極性」の得点ともに，体験群において，体
験前より体験後のほうが有意に高くなったが，非
体験群においては有意な変化を認めなかった。つ
まり，体験群は，乳幼児とのふれあい育児体験の
効果がみられ，親性準備性が高まった。乳幼児や
子どもの接触体験の効果については，国内外にお
いてすでに多くの知見が積み重ねられている。乳
幼児とのふれあい体験は，数多くみられさまざま
な年代に行われているが，ねらいとするところは，
小学校，中学校では親性の酒養，生命教育，性教育，
高校・大学では，これらに加え，人間関係の基本
を学ぶこと，思いやりの心への気づき，いのちの
畏敬，親への感謝，役立ち感自己肯定感コミュ
ニケーションカの向上などがあげられる。体験後
はネガティブなイメージが減少し，ポジティブな
イメージをもつ生徒が増加したことが報告されて
おり11　一　14），先行研究を支持する効果がみられた。
つまり，継続接触体験の効果として，乳幼児の成
長・発達の実感子どもの特性の理解乳幼児と
の信頼性構築やコミュニケーションの積み重ねに
より，乳幼児とかかわることの楽しさを体験し，
好意感情が培われ，親性育成に肯定的に：影響した
と考えられた15）。したがって，親性準備性尺度
において，体験群は体験前より体験後有意に高く
なったことから，乳幼児とのふれあい育児体験に
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よる親性育成効果が検証された。
2）情動喚起課題に対する脳賦活部位の変化によ
　る評価
　聴覚刺激だけのセッションにおいて，体験群で
は，体験後のほうが両側前部／後部帯状回，両側
中前頭回などに有意な賦活がみられた。一方で，
非体験：群においては，非体験群の1回目と2回目
の比較では，差が認められず今回の実験の結果は
馴化の影響を受けないことが認められた。分散分
析においても，両側中前頭回，両側下前頭回，両
側島，両側内側前頭回，両側前部帯状回の領域が，
体験群の体験後に有意に強く賦活しており，今回
の体験で学習効果を得た領域と推察された。
　fMRIは，脳機能画像法として感情，注意，認
知などについて研究が進められてきて久しいが，
人間の親性行動の脳科学的基盤については十分に
解明されていない。親性の脳科学的視点に関する
研究では，母親を対象に乳児の泣き声や笑い声に
対する脳賦活部位を検討した以下の報告がみられ
ている。聴覚刺激課題では，母親にfMRIスキャ
ン中にヘッドホーンで新生児の泣き声の音声テー
プを聞かせ，ホワイトノイズを聞かせたときと比
較して，前部帯状回と右側中前頭回の賦活を認め
た報告16）や，さらに後部帯状回，右側下前頭回，
右側島の賦活を認めた報告17）がある。3歳以下
の子どものいる母親・父親と子どものいない男女
を対象に，乳児の泣きと笑いの音声刺激課題とし
たfMRI研究18）では，笑い声と比較して泣き声
刺激時に平群が非親芋より，両側島，右扁桃体が
賦活した。親群は泣き声に右扁桃体が賦活した一
方で，非親群は笑い声に右扁桃体が賦活した。写
真など静止画の視覚刺激課題によるfMRI研究も
いくつかみられる。母親を対象に自分の乳児と知
らない乳児の写真を刺激課題とした研究19）では，
自分の乳児の写真刺激時に両側眼窩前頭回～下前
頭回がより強く賦活した。母親を対象に自分の子
どもとその友達の写真を刺激課題とした研究20）
では，自分の子どもの写真刺激時に前部帯状回，
後部帯状回，右側扁桃体，左側島，両側中前頭回，
右側下前頭回，右側上側頭回などが賦活している
ことを報告している。また，ビデオによる映像を
刺激課題とした研究では，知らない乳児のビデオ
〔母性衛生・第51巻4号・
と比較して自分の乳児のビデオ刺激時に左側扁桃
体右側側頭極が賦活した21）。
　これらの報告より，眼窩前頭野，上側頭回など
の共感性に関する領域，扁桃体，島，帯状回，中
前頭回，下前頭回など感情・情動に関する領域な
どが，親性を構成する脳機能と関連していること
が推測される。
　今回の研究結果から，体験群の体験前後で両側
の前部／後部帯状回，中前頭回が体験によって新
たに賦活が誘発され，ホワイトノイズと乳児の泣
き声の相違をより認知しやすくなったと推察され
る。体験群と非体験群の分散分析による体験×
回数の交互作用でも，両側中前頭回，両側下前頭
回，両側島，両側内側前頭回，両側前部帯状回の
領域が，体験群の体験：後に有意な賦活を認めた。
これらは先行研究を支持する結果であった。前部
帯状回は辺縁系の一部であり，感情，注意に関連
し，後部帯状回は認知と関連する脳部位である。
すなわち，乳幼児とのふれあい体験により，乳児
の泣き声に対する敏感性が高まり，注意が向き，
さらには乳児が泣いている状況の推測，その乳児
への共感性への育成などにつながったと推察でき
る。このことは，われわれが行った先行研究にお
ける，自由記述の分析の結果，体験前は否定的感
情やとまどいがみられたが，体験後は泣きに対す
る敏感性，共感性や対応法の育成がみられたこと
からも裏づけられた22）。一方，聴覚と視覚の両
方の刺激課題は，体験前後の比較において有意に
賦活した部位は認めなかった。この理由として，
聴覚と視覚の両方からの情報量は多く，体験前で
も十分な反応があり，体験後と差が出にくかった
ことが推察される。これらのことから，乳幼児と
のふれあい育児体験により，乳児の泣き声に対し，
鋭敏になり情動的な反応を示すようになったこと
が考えられた。つまり，この反応は親性育成を示
すことが推察された。
2．親性育成への提言と今後の課題
　本研究の結果から，親性準備期である青年期に
おける乳幼児との継続接触体験が，親性を促進さ
せるための経験や学習の機会となることが，心理・
局所脳活動指標により明らかとなった。本研究で
対象とした青年期は，親指を獲得するための働き
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かけを行うには重要な時期と考える。その理由と
して，アイデンティティや価値観の確立といった
心理的な成熟を特徴とした時期であること23），約
10年後に平均初婚年齢を迎え，親となることや
結婚・妊娠・出産について興味・関心を抱きやす
い時期であることがあげられる。しかし，わが国
では青年期後期から初婚年齢を迎える男女への働
きかけの機会は少なく，システム化されていない
現状にある。このため，教育・地域・行政と連携し，
各発達段階の対象者へのライフサイクル全般をと
おした平野育成支援の体系化が重要である。具体
的には，青年期以降は，ヒューマンコミュニケー
ション能力の育成をめざす大学を中心に大学カリ
キュラムへの導入，社会人である初婚年齢を迎え
る男女に対する職場でのりプロダクティブヘルス
教育の一環としての導入があげられる。さらに，
実際に親となる妊娠期から産褥・育児期について
は，親となることの学習や育児中の親や乳幼児と
の交流が親性育成を促す重要な機会と考える。以
上をふまえ，今後の課題として，青年期男女のほ
かに多様な事例を蓄積し，初婚年齢を迎える男女
に対する介入の評価，乳幼児との接触体験の長期
的な効果の評価，親性の低い対象者への介入の評
価などを明らかにしていくことがあげられる。
V．結　語
　青年期男女に乳幼児とのふれあい育児体験を実
施し，親性育成効果を心理・局所脳活動指標によ
り明らかにすることを目的とした。対象者は，出
産・育児経験：のない青年期男女で，乳幼児とのふ
れあい体験群19名と，非体験群20名の2群であっ
た。悟性育成評価のために質問紙調査および親性
を喚起しやすい乳児の「泣き」課題を提示し，心
理（親下準備性尺度）・局所脳活動指標（fMRI）
による評価を体験前後に行った。その結果，胃性
準備性尺度得点は上昇し，fMRIでは前頭回，帯
状回が有意に賦活されたことを認め，体験の積み
重ねや乳児との関係性の構築により親性育成に肯
定的に影響していることが明らかとなった。した
がって，親性準備期である青年期における乳幼児
との継続接触体験が，親性を促進させるための
経験や学習の効果的な機会となることが示唆され
た。
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Abstract
Purpose：　The　aim　of　the　present　study　was　to　identify　the　psychological　and　brain　activation　effects　in
adolescent　males　and　females　of　a　continuous　learning　experience　dur．　ing　caring　for　infants．
Methods：　Nine　male　and　10　female　adolescents　participated　in　a　learning　experience　of　caring　for
infants　comprising　study　sessions　at　a　nursery　school　once　weekly　to　once　a　fortnight　for　・a　period　of
3months（the　experienced　gro叩）．　Ten　male　and　10　female　adolescents　did　not　participate　in　such
a　learning　experience　（the　non－experienced　group）．　Subjects　were　assessed　before　and　after　the
intervention　in　the　experienced　group，　and　at　the　same　time　points　for　the　non－experienced　group，
using　1）　the　scale　of　readi’ness　for　parenthood　and　2）　fMRI，　to　investigate　the　brain　areas　involved　in
the　development　of　parenthood　skills．　During　the　tasks，　the　subj　ects　observed　or　listened　to　a　video　of
the　faces　of　crying　infants．
Results：　ln　the　experienced　group，　readiness　for　parenthood　scores　were　significantly　elevated　after
the　learning　experience，　while　there　was　no　signMcant　difference　in　scores　in　the　non－experienced
group．　As　compared　with　white　noise，　activation　of　the　bilateral　cingulate　cortices，　bilateral　insulae
and　bilateral　middle　frontal　gyri　while　listening　to　a　crying　infant　were　significantly　higher　in　the
experienced　group　after　the　learning　experience．　ln　the　non－experienced　group，　no　significant
differences　were　found　in　any　regions．
Conclusions：　The　accumuiation　of　iearning　experience　of　caring　for　infants　positively　affected
preparedness　for　parenthood，
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